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カラ7 ツ林lζは、ハナイグチをはじめとする数種のイタチ類の他、キヌメリガサ等カラマツ林固有の菌

根性高等菌類(以下きのとと呼ぶ)の発生が知られている。それらのきの乙の中で、ハナイグチは、ジコ

ポウ、ヌメリジコウなどとも呼ばれ、食用菌としての人気も高いきの乙のひとつである。己のきの乙の増

殖法11':ついては、伊藤(1鉛8)によってその可能性と方法の概鳴が解説されている。しかし、ハナイグチ

の増殖についての具体的な調査研究例は非常11':少ない。

そEで、山梨県では、 1983年から富士山亜高山市のカラマツ天然林の林床を利用し、ハナイグチの増殖

試験を実施してきた。その結果、子実体の破砕懸濁液を林床lζ散布するζとにより、きの乙の発生量か増

加する ζとが明らかとなったので報告する。

調査および試験の方法

調査および試験地は、富士山県有林第22、23-1、24および25林班のカラマツ天然林および人工林と

した。

まず、 ζれらの林班内のカラヤツ林内11':発生する菌根性きの乙の種類を樹齢別lζ調査した。調査した林

分の平均樹齢は、 15年生(人工林)、 40年生(人工林)、 70年生(人工林)および90年生以tc天然林)

である。とれらの各林分内{c40mX5mの調査区を設け、そ乙11':発生する菊根性きの乙の種類を記録し

吋"
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次11':、富士山県有林第28林貨の力ラマツ天然林内lζ調査地を設け、そCIL発生する菌根性きの乙の種類

および発ヰふ量を 1983~ 85年ILかげて記録した。さらに、同地域内IL20m x 20mの方形コ ドラ トを

4か所設け、 1985年および 1986年lζハナイタチ子実体破砕液を散布した。これらの調査地のうちわけは

単年散布区 (C区)、連年散布区 (B区)、および対照区 (A区、 D区)とした。

散布IL使用したハナイグチ子実体は、カサが開ききり、胞子の成熟しているものを使用し、散布量は、

1区当り子実体生意2∞zとしfこ。 乙の子実体をホモジナイザーで細断した後、滅菌水10&中11':懸濁して
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各コードラート内11:まんべんなく散布した。乙の散布は、 19部年8月19日および1986年8月13日11:実施

した。散布地の巡回は、 7月下旬~10月下旬にかけて 6~12 日どとに実施し、発生するハナイグチ子実体

の本数を記録した。

また、 1986年11:は子実体懸濁液散布前の7月および散布1か月後の9月11:各コードラ ト内での菌根量

を調査した。方法は、各コ ドラ ト内から 1，000caの土壊を 5か所すっ切りとり、 その中のカラマツ細

根〔太吉 1四回以下)量と菌根量を乾燥重で求めた。

子実体散布を行なった試験材、分の概況は表 1 11:示した。林分の土壌は、富士山火山砂れきが多く露出

しており、層伎の分化も不明療な未熟土壌 (1m)であった。また、気象条件は、寒冷やや多湿で、例年

12月上旬から4月下旬まで積雪1"11:あり、標高 2，200m付近では雪は5月中旬まで残る。表層土壌の凍結

も場所11:よっては 5 月下旬までみられ、 6 月上旬の土壌表層の湿度は、 8~ 1O.5'C であった。

樹種

カラマツ

胸高直径

23.8 
15 -31 

結果

表一1 謁査林分の概況

樹高

14.8 
9 ~ 21 

立木密度

600本 ha

方位 傾斜

N 10
0 

カラマツ林齢別lζ、発生する菌恨性きのとを調査したと乙ろ、樹令 15~ 70年生程度の林分よりも、 90

年生以上の林分の方が、きのとの種類数が多かった。ハナイグチは、 I，j令40年生以上の林分で多く見らオ1、
15年生の林分ではほとんど見られなかった。また、同じイグチ類のアミハナイグチ、カラマツベニハナイ

グチおよびキノボリイグチも比較的樹齢の高い林分で多く発生した。乙れら11:対してカラマツチチタケや

カラマツシメジは樹齢の若い林分iζ多く、キヌメリガサは全ての樹齢の林分で発生した。また、オトメノ

表-2 カラマツ林内の菌根性きの乙の桂j令によるちがい(l983~85年調査)

カ フ てr ツ 樹 令
菌根性きの乙種名

15年 40年 70年 90年以 t

アミノ、ナイグチ 。
カラマツベニハナイグチ 。 。
オ ト メ ノ カ サ 。 。
キ ヌ メ リ ガサ 。 。 。 。
カラマッチチタケ 。
シロヌメリイグチ 。 。
ノ、 ナ イ 夕、 チ 。 。 。
キノボリイグチ 。
カラマツシメジ 。 。
注) 0印は発体量が多かったきのζ(調査区内11:年間 100本以 t発生)
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カサは15年生および90年以上の林分で、シロヌメリイグチは40年生および90年以上の林分で多く発生した

(表 2)。

表-3 カラマツ林内でのきのとの発生(1錦3)

J?イ竺 15h1 a • 29 / Jun. 1? Jut. 3 A/ LIZ-1; AME-3? Aug. 
7 

21 S/ ep-3D / Sep. 
5 
O9 / cT 
2 / 

/ Sep- / Oct. Nov目

Boletinてミu否ノs、問tナ四コEイ玄Eグ皇五室チlc hbr. 6 4 19 8 10 5 2 
(7 ~ /'71 ，f7) 
且"palus ter 

( Peck.)グF子ec)k. 2 3 26 10 日 16 6 3 
(カラマツベニハナイ

Cama roohyI Ius 
VIr.. nRU8 

7 4 8 (専li.男知γer
Hygrophorus lucoru皿

(キヌメリガkサale)hbr. 2 18 9 14 8 6 

Suillus aeruginascens 
(Secr.)グSnチel)l. 3 5 7 4 

(シロヌメリイ

__S_. grevillei 
(Klotsグchチ))SIng. 8 4 26 38 17 30 15 7 7 
(ノ、ナイ

Ji.. spectabi 1 i s 
(Pkグ.)チS)ana- 4 2 8 B 3 

(キノボリイ

表-4 カラマツ林内でのきの乙の発生(1984) 

菌~名~調---査日 30，うun51 Jul. 1匂u 3/Aug 1弘u~ 2~ug 5/Sep， H)ちep110ct 15'(kt 31ゐctF/Nov

Boletinミ(uOハsDナacatイvJKpグeasチleh)br. 4 
(7 

B.naluster 
(Peck) Peck 8 

(カラマツベニハナイグチ)

ζ盟主且出dhVs1rgmeus 
4 (wull: Fr.) Kummer. 

〔オトメノカサ)

Hygrophorus 1 ucorum 

ガKサalc)hbr. 4 
(キヌメリ

Suil1us aermdnascens 
CSecr.イ)タSnチe)ll. 1 

(シロヌメリ

丘..sI一一(笠ハ旦ナKl呈10イよt8グCIチ1))Sing. 3 5 
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表-5 カラマツ林内でのきの乙の発生 (1985)

右手!3仏1y. 1う7m .I¥ul .1/9 Jul .1) 公明 2仏0uz・2仏9uz・6 らep.1令3ep 2令0中 2/s6 ep. 3 /(加rら3ct .I~ら1ct 1 公明・
Boletinus 

(ア旦ミ豆ハp_eナ旦イ〔aOlグcph子abt).r) 目 2 8 15 10 27 7 6 

B (ノカti、Paナラleuマcイsktツグe)r ベチPeニ) ck. 3 6 18 44 19 21 3 

Camaroph'(llus 
VlrRmeus 

(Wulf:Fr.) 4 15 8 23 29 
Kummサe)r-

(オトメノカ

Hygrophorus 
1ucorum 19 26 12 153 91 42 11 3 
Kaガlcサhb〕r. 

(キヌメリ

旦並並~
aerugmascens 3 11 
(Secr.イ)Sグnチel)i 
Gンロヌメリ

立・ grevillei
(Klotsch.) Sing. 4 9 16 10 8 36 53 18 4 

(ハナイグチ)

主.!.spectabi 1 is 

(Pk.) Sing. 3 14 9 6 

(キノボリイグキ)
L-

次IC、富士山県有林第28林班内のカラマツ天然林内Iζ設げた謂査地(lOmX10m)内lζ発生した菌根性

きの乙の種類を発生時期を表 3~51ζ示す。とれらの表を見ると 1983年ICは 7 種、 1984年lζは 6種、 1985

年ICは7種のきの乙が発生した乙とがわかる。それらきのとのうちハナイグチの発生本数は、 1983年IC

152本、 1984年IC8本、 1985年IC158本となっている。他のきの乙の発生量も1984年ICは少なかった。発

生した菌根性きのζ全体lζ占めるハナイグチの割合は1983年が37.9%、1984年が26.7%、1銘5年が19.0%

であった。 ζの割合は、 1983および84年ICは最も高く、 1985年ICはキヌメリガサIL次いで高かった。

ハナイグチ子実体散布区への子実体懸濁液散布lζ先だって、 1983 ~ 1985年にかけてハナイグチの発生

状況を調査した結果を図 1 1ζ示した。ハナイグチの発生位置は、熔岩層の露出部分では少なかった。最

も発生が多かったのはD区であり、少なかったのがB区であった。
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図--1 1983~1985年にかけてのハナイグチ発生地

1985年の
グチ発生域
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ζれらの各区~IL対して単年 (C !Z)および連年 (D区)ハナイグチ子実体懸濁液を散布した結果発生し

た菌根性きの乙は表6および71ζ示したようになった。 1985年11:散布を実施した区(B、C区)では無散

布区 (A、D区)1<::比べてハナイグチの発生本数は多かった。さらに1986年1<::も前年と同様の散布を実施

した区(B区)では、単年散布および無散布区lζ比べてハナイグチ子実体の発生本数は多くなった。

ハナイグチ子実体散布を実施したコード
表-6
ラ ト内での菌根性きのζの発生(1986年)

ハナイグチ子実体散布の有無

発生した菌栂性 1985 年散布区 無 散 布
きの乙の種類

B 区 C 区 A 区

ノ、 ナ イ ザ チ 83 71 51 

シロヌメリイグチ 11 11 6 

キノボリイグチ 。 3 19 

カラマツベニハナイグチ 36 16 29 

アミハナイグチ 3 。 。
キ ヌ メ ガサ 233 113 186 

オ ト メ / カ サ 42 12 。
注)表中の数字は子実体の発生本数

区

D 区

40 

9 

6 

31 

4 

87 

28 



発生した菌根性
きの乙の積類

ノ、 ナ イ グ チ

シロヌメリイグチ

キノボリイグチ

カラマツベニハナイグチ

アミノ、ナイグチ

キ ヌ メ ガサ

オ ト メ / カ サ

カラマツ林内でのハナイグテの噌殖

ハナイグチ子実体散布を実施したコード
義一7 ラート内での蔚根性きの乙の発生(1987年)

ハナイタチ子実体散布の有無

19街年散布区 1985、86年散布区 無

(C区) (B区) A 区

80 103 69 

。 11 9 

4 。 13 

63 39 46 

21 。 。
86 38 59 

8 35 。
注)表中の数字は子実体の発生本数

21 -

散 布 区

D 区

40 

9 

11 

28 

B 

68 

44 

また、ハナイグチ子実体の懸濁液を散布した後の各区内における1987年の子実体の発生状況を図-21<:

示した。とれ1<:よれば、 1985年および1部6年lζ子実体懸濁液を散布したB区および19日5年lζ同様の処理を

したC区ともIζハナイグチ子実体の発生面積が広がった。
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図-2 1986-87年にかけてのハナイグチ発生地
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2 回目のハナイタチ子実体懸濁液散布前の 7 月 lζA~D区の各区ごとに菌根量を調査した結果を表-8

11:示しtこ。おそらくハナイグチのものと恩われる黒かっ色の菌根は、 B区で最も多かった。細根の葛根化字

もBIZか最も高く、無散布区で、は低かった。

表-8 各試験区内11:おけるカラマツ細根の菌根化の状況(1986年7月)

ハナイグチ子実体散布の有無

菌根の形状 1985年散布区 散1985、B布区1986 年区 無 散 布 区

(C区) (B IZ) A 区 D 区

J黒 色、 つ 色 0.39 g 0.28 g 0.26 g 0.09 g 

かっ色サンゴ状 0.02 g 0.06 g 0.02 g 0.00 g 

そ の {也 0.00 g 0.01 g 0.00 g 0.00 g 

細 根 量 0.90 g 0.93 g 1.10 g 0.81 g 

菌 根 It 率 31.39百 官7.396 20.25百 10.05百

ハナイグチ 2 関目散布後の 9 月 I 1: A~Dの各区で同様の調査を行なった結果、(表-9) ハナイグチの

ものと思われる黒かっ色の菌根か各区とも最も多く、その他lζ7月と同様かっ色サンゴ状、紫かっ色棒状

(ごくわずか)などの菌根がみられた。各区内での菌根化率は、連年散布区 (B区)で29.99臣、単年散布

区 (C区)で36.85百、無散布区 (A、D区)で27.69百および20.89百であった。ハナイグチの菌根と思われ

る黒かっ色の菌線は連年散布区 (B区)が最も多かった。

表-9 各試験区内におけるカラマツ紹根の菌根化の状況 (1986年9月)

ハナイグチ子実体の散布の有無

菌根の形状 1985年散布区 までifE 無 散 布 区

(C区) A 区 D 区

黒 -jp つ 色 0.50 g 0.33 g 0.42 g 0.21耳

かっ色サンゴ状 0.01 g 0.12 g 0.01 g 0.03 g 

そ の {由 0.01ε 0.01 g 0.00 g 0.02 g 

細 根 量 1.02 g 0.96 g 1.13 g 0.99 g 

菌 根 イヒ 率 29.9 % 36.85百 27.6 % 20.8 % 
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考 察

富士山県有林内のカラマツ林で、そ乙lζ発生する菌根性きの乙の種類を調査したととろ、ハナイグチは

比較的樹齢の高い林分で高頻度lζ見られた。伊藤 (1988)11:よれば、ハナイグチを栽I吉(林内を利用した

増殖)するには、比較的若令林のうちlζ栽培環境を整える必要があるとされている。しかし、富士山のよ

うな未熟な土壌地帯のカラマツ林では、ハナイグチの発生量は4u年生以上の林分の方が多い。 ζうしたと

とから林内((おける環境整備施業の適期は林分の状況により、かなり異なってくると考えられる。 ζの点

については、土壌等の諸要因の異なる林分においてさらに詳しく調査する必要があろう。

カラマツ天然林lζ発生する菌根性きのとの種類は富士山のカラマツ林では7種前後であり、乙れはシラ

ベやコメツガの林内((比べて非常lζ少なくなっている。また、調査したカラマツ天然林では、ハナイグチ

およびキヌメリガサが優先穏であった。

ハナイグチ子実体の単年または連年散布((より、発生する子実体本数が増加するととが明らかとなった。

とれら散布区では、それ以前の発生面積!(比べてハナイグチの発生する面積も増加している。乙うした乙

とから、ハナイグチの子実体懸濁液がその増殖に効果的lζ作用している乙とがうかがえる。

ハナイグチのものと考えられる黒かっ色菌根の量は、子実体懸濁液の散布Iとより増加する傾向があるが

さらにサンプリングの方法等について検討を加える必要があろう。

子実体の破砕懸濁波をポット傾えにした苗木、苗床等((散布する乙と!(より、菌根を形成させる乙とが

できるのは、ハツタケ、タマネギモドキなど数種のきのとでは知られていた(柴田ら未発表、その他)。

しかし林床!(子実体の破砕懸濁液を散布して菌恨を形成させ、子実体発生震を増加させる乙とを目的とし

た試験例は、マツタケなどどく一部を除いて多くはない。今回の一連の研究では、きの乙の破砕懸濁液

の使用lζより、林床で萄根性きのζの増殖がはかれる乙とを示した。しかし、実際の応間にあたっては、

より詳細な調査研究が必要である。
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